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商工会情報誌

φ 
商工会は法律に基づいて設置されており、

経営についての相談は全て無料です。

会
長
挨
拶

平
成
幻
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、

ご
参
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

中
は
、
皆
様
方
に
は
、
商
工
会
の

運
営
に
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
平
成
四
年
4
月
以
来
、
「
自

立
」
「
競
争
」
「
特
色
」
の
=
一原
則

を
掲
げ
、
「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
商
工
会
」
と
し
て
、
地
元
商

工
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

又
、
昨
年
は
、
商
工
会
共
済
の

傷
害
保
険

「
か
が
や
き
し

の
獲
得

運
動
を
行
い
、
手
数
料
収
入
の
増

加
を
図
り
、
財
政
基
盤
を
強
化
致

し
ま
し
た
。
こ
の
「
か
が
や
き
」

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
広
島
県

h
l
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
原

材
料
の
値
上
げ
に
始
ま
り
、
後
半

の
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
な
ど
、

予
想
を
超
え
る
急
速
な
景
気
の
悪

化
を
招
く
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

百
年
に

一
度
と
も
言
わ
れ
る
、
目

の
前
の
経
済
危
機
を
、
私
た
ち
は

乗
り
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
成
り

ま
せ
ん
。
商
工
会
も
本
年
度
は
特

に
「
地
域
の
元
気
を
創
る
」
こ
と

を
テ

l
マ
に
、
積
極
的
に
事
業
を

行
っ
て
い
く
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
ロ
月
、
広
島
市
よ
り
、
大

規
模
小
売
居
舗
地
域
貢
献
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
(
案
)
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
大

型
居
に
対
し
、
地
域
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
の
解
決
に
、
地
域
の

一
員

と
し
て
、
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
大
居
立
地
法
は
、
規
制

緩
和
に
よ
り
、
中
小
小
売
業
の
保

護
を
目
的
と
し
た
居
舗
規
模
や
営

業
時
間
な
ど
の
「
経
済
的
規
制
」

は
削
除
さ
れ
、
生
活
環
境
や
町

ο
つ

く
り
な
と
の
「
社
会
的
規
制
」

の

み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
大
型
居
優
先
の
町
会
つ

く
り
が
進
み
中
小
小
売
業

・
商
居

街
は
疲
弊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
り
、
大
型
屈
の
地
域
貢
献

が
大
い
に
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

本
日
ご
臨
席
の
国
会
、
県
議
会
、

市
議
会
の
議
員
の
皆
様
に
は
、
地

域
の
実
情
を
十
分
に
ご
認
識
頂
き
、

地
域
経
済
の
活
性
、
地
域
の
活
力

維
持
に
、
尚

一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す。
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
、
心
か
ら
お
祈
り
致

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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新
春
講
演
会

野
球
解
説
者

大
野
豊
氏
来
た
る

「
我
が
進
ん
だ
道
に

悔
い
は
な
し
」

去
る

1
月
幻
目
、
安
佐
支
所
の
商
工
会
館
に

て
、
元
広
島
東
洋
カ

l
プ
の
ス
タ

1
選
手

大
野
豊
氏
を
お
招
き
し
、
毎
年
恒
例
行
事
で
あ

る
新
春
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
勢
別
名
を
超
え
る
聴
衆
者
を
前
に
、
大
野

氏
は
「
仕
事
を
愛
し
、
自
分
を
愛
す
る
」
す
な

わ
ち
、
人
と
の
接
し
方
が
非
常
に
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
説
か
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

ま
た
、
我
慢
す
る
こ
と
の
大
事
さ
、
で
き
な
く

で
き
る
と
い
う
気
持
ち
の
大
切
さ
を
話
さ

て
も

れ
、
そ

れ
が
プ

ロ
野
球

界
と
い

う
厳
し

い
世
界

で
生
き

て
{
付
け

た
秘
訣

で
あ
り
、

原
点
で

中
の
司
令
こ

と
に
一

同
感
銘

を
受
け

ま
し
た
。

工
業
部
会
報
告

年
末
招
待
セ

l
ル

「
四
国
道
後
温
泉
と
タ
オ
ル
美
術
館
の
旅
」

抽
選
会
実
施
さ
れ
る

去
る

1
月
日
日
同
広
島
安
佐
商
工
会
館
本
所

で
「
年
末
招
待
セ

l
ル
」
の
抽
選
会
を
行
い
ま

し
た
。
商
業
部
会
役
員
が
見
守
る
中
、
各
加
盟

居
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
応
募
券
が
引
き
抜
か
れ
、
当

日
当
選
者
に
は
当
選
の
お
知
ら
せ
が
郵
送
さ
れ

ま
し
た
。
各
加
盟
屈
に
は
当
選
者
全
員
の
方
の

名
前
が
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
選
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
当
日
は
愛
媛
の
旅
を
ご
堪
能
下
さ
い
。

実
践
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

「内
容
」

・
エ
ク
セ
ル
で
請
求
書
・

P
O
P
テ
ク
ニ
ッ
ク

・
ブ
ロ
グ
で
お
居
紹
介
・
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

に
つ
い
て
各
コ
ー
ス
で
講
習
会
を
可
部
町
・
佐

東
町
・
安
佐
町
の

3
ヶ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

ど
の
コ
ー
ス
も
実
践
的
な
内
容
で
皆
さ
ん
一

生
懸
命
勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
も
仕
事
に
使
え
る
と
の
回
答
が
大
変
多

く
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
は
今
現
在
実
際
に
使
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

工
業
部
会
講
習
会

「
こ
の
経
営
危
機
を
い
か
に
突
破
す
る
か
」

日

師 所 時

2
月
2
日
(
月
)
国
一
却

広
島
安
佐
商
工
会
館

井

-
-
善
海
(
広
大
大
学
院
教
授
)

-
場

・
珪
弔
問

事
業
経
営
者
で
あ
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
教

授
に
な
ら
れ
た
先
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
経
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
体
験
を
踏
ま
え
た
講
習

で
し
た
。

《講
習
会
の
お
知
ら
せ
》

「
法
律
個
人
相
談
会
」

最
近
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
仕
事
の
こ
と
、
家
庭
内
の
問
題
何

で
も
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
先
生
で
す
。
気
軽

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

・

日

時
可
部
町
会
場

3
月
1
8
日
(
水
)

佐
東
町
会
場

3
月
1
7
日
(
火
)

・
弁
護
士
河
原
和
郎
弁
護
士

. 
「
確
定
申
告
個
別
相
談
会
」

平
成
初
年
度
確
定
申
告
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
は
、
ご
相
談
下
さ
い

0

・
可
部
町
会
場

2
月
初
日
(
木
)

税
理
士
篠
原
敦
子
税
理
士

・
安
佐
町
会
場

2
月
初
日
(
金
)

3
月
4
日
(
水
)

上
原
博
行
税
理
士

税
理
士

「
商
工
会
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
』

を
ご
利
用
下
さ
い

ー
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。
ー

-
経
営
の
体
質
を
変
え
た
い
方

・
I
T
経
営
管
理
を
な
さ
り
た
い
方

-
新
事
業
に
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て
る
方

.
事
業
承
継
を
考
え
て

、
る
方

-
農
業
・
商
業
・
工
業
の
連
携
を
さ
れ
る
方

.
知
的
資
産
の
活
用
を
考
え
て
い
る
方

:
・
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

商
工
会
員
特
典
の
融
資
制
度

※
保
証
人
が
要
り
ま
せ
ん

※
担
保
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん

小
規
模
企
業
経
営
改
善
資
金

。
融
資
先
日
本
政
策
金
融
公
庫

。
貸
付
限
度
額
一

0
0
0万
円

。
返
済
期
間
五
年
(
設
備
資
金
七
年
)

リ
ー
グ
保
証
融
資
制
度

。
融
資
先
各
金
融
機
関

。
貸
付
限
度
額
五

O
O万
円

。
返
済
期

間

五

年

-
こ
の
二
つ
の
制
度
を
使
え
ば
大
変
便
利
で
す
。

ご
活
用
下
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
会
ま
た
は
最
寄
の
金

融
機
関
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

小
規
模
企
業
共
済
の
お
す
す
め

個
人
事
業
主
、
会
社
等
役
員
の
方
の
、
い
わ

ば
経
営
者
の
退
職
金
制
度
で
す
。

安
心
・
確
実
な
共
済
制
度

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

-
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
き
ま
す

・
共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い
、
ま
た
は
分

割
受
取
り
(
公
的
年
金
扱
い
)
が
で
き

ま
す
。

貸
付
制
度
も
充
実
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
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私
ど
も
の
会
社
は
時
代
に
合
っ
た
商
品
の
開

発
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
度
よ
う

や
く
「
ナ
ノ
バ
ブ
ル
の
水
素
水
」
を
家
庭
で
簡

単
に
で
き
る
器
械
を
皆
様
に
提
供
で
き
る
運
び

ム
ニ
は
わ
ノ
士
子
し
た
。

幻
世
紀
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ

・
水
素
の
時
代
で
す

0

ナ
ノ
バ
ブ
ル
の
水
に
殺
菌
効
果
が
あ
る
こ
と
は

す
で
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ル
ル
ド

の
水

・
ト
ラ
コ
テ
の
水

・
ノ
ル
デ
ナ
ウ
の
水

・

日
本
で
は
日
田
の
天
領
水
な
ど
の
有
名
な
水
は

研
究
者
に
よ
り
ま
す
と
活
性
水
素
を
多
く
含
み
、

体
内
の
老
化

・
病
気
の
原
因
で
あ
る
活
性
酸
素

を
除
去
す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水
素
水
発
生
器
」
は
水

素
を
溶
存
さ
せ
る
事
を
可
能
に
し
、
約

5
日
位

は
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
い
て
も
水
素
の
量
が
変
わ

ら
な
い
事
が
広
島
県
4v天
学
の
三
羽
教
授
に
よ
っ

て
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
器
械
で
皆
さ
ん
が
健
康
に
な
り
絹
麗
に

な
り
安
全
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
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土ミζ三

米
国
出
身
の

代
表
者
が
独
自

一
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

、
設
置
の
設
計
か

ら
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
ま
主
新
ス
ト
ー

ブ
の
す
べ
て
を

す サ
O ポ

ま l
fこト
、し

ま

ト
l
ブ
の
設
置

だ
け
で
な
く
、

別
荘
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
「
打
っ

て
い
ま
す
。
別

荘
ま
わ
り
の
点

検

・
修
理
、
庭

の
草
刈
り
、
ベ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
パ
l
ベ
キ
ュ

ー

ピ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
、
時
間
の
余
裕
の
な
い
方

に
変
わ
っ
て
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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安
佐
支
所

当
社
の
ア
イ
ド
ル

「
も
ヌ
吉
君
」

が
福
を
招
き
ま
す

「
松
田
住
建
網
」

家
の
増
改
築

・
新
築
工
事
、
パ
ス
ル
ー
ム

・

キ
ッ
チ
ン
等
の
水
廻
り
か
ら
外
壁

・
屋
根
の
外

廻
り
ま
で
:
あ
な
た
の
家
を
『
理
想
の
我
が
家
」

に
し
ま
す
"
が
モ
ッ
ト

ー
で
す
。
お
気
軽
に
良

き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ご
用
命
下
さ
い
。
ス

タ
ッ
フ

一
問
、
懇
切
丁
寧
に
ご
相
談
に
乗
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
住
ま
い
の
こ
と
な
ら
》
伝
統
と
信
頼
あ
る

松
田
住
建
側
に
ご
相
談
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
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エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
幻
認
証
に
向
け
て

安
佐
町
飯
室
の
側
今
津
製
作
所
は
標
記
認
証

に
向
っ
て
、
昨
年
よ
り
粉
、
」
の
講
習
会
を
受
講

さ
れ
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

自
社
の
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
良
い

き
っ
か
け
と
な
り
、
今
津
製
作
所
の
担
当
者
の

方
は
今
年
度
中
の
資
格
認
証
に
向
け
て
申
請
書

類
作
成
等
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
幻
の
内
容
等
詳
し
い
お
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て

(
財
)
広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

(
2
7
8
)
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百
円

U

つd
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【
外
国
人
・
技
能
実
習
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
?
】

|
広
島
県

E
S協
同
組
合

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
か
ら
受
け
入
れ
|

1
9
9
0
年
よ
り
当
制
度
が
認
め
ら
れ
、

幅

広
い
分
野
で
の
研
修
生
の
受
入
れ
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
研
修
生
の
人
財
育
成
」

「
母
国
へ
の
技
術
移
転
」
と
い
う
大
き
な
目
的

を
持
っ
た
も
の
で
す
が
、
わ
が
国
か
ら
み
れ
ば

安
定
し
た
リ
l
ジ
ヨ
ナ
ホ
フ
ル
な
労
働
力
の
確
保

と
い
え
ま
す
。
職
業
別
で
は
農
業

・
畜
産
・
金

属
加
工

・
溶
接

・
縫
製

・
建
設

・
土
木

・
食
品

加
工
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
島
県

H
S
協

同
組
合
で
は
フ

ィ
リ
ッ
ピ
ン

・
セ
ブ
島
地
域
か

ら
受
け
入
れ
を
し
て
お
り
、
若
く
て
温
厚
で
働

き
者
の
人
材
を
た
く
さ
ん
日
本
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

皆
様
の
職
場
に
い
か
が
で
す
か
?

お
問
い
合
わ
せ
は

広
島
県

E
S
協
同
組
合

代
表
理
事

畑

下
義
雄
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

(
2
9
8
)
2
0
6
5
 

↑

i
p
u
y
L
 

ハU
R
U
ワム


